




指導項目 時数 指導内容 授業内容と教材
ガイダンス 1   科目の内容と年間   テキストに沿って仮想商店の設定や，これから学習する事項に

計画について ついて説明をし，１年間の流れをつかませる。
(1) 広報活動 10 ア　広報活動の意義 【導入】
と文書 と役割 　各自が広報担当となり，企業の経営方針・事業内容・製品案内

などを広く社会の人々に理解してもらうには，どうしたらよいかを
考えさせる。

イ　広報の手法 　新聞・雑誌・テレビ・ラジオ・ニューメディア・直接・屋外・交通・店
頭・店内・ＰＯＰ・ノベルティ広告等列挙し，メディア別の特質や
表現方法を考えさせる。
【作品制作実習】
　・ロゴマークの調査研究と作品制作 （手書き）
　・ＰＯＰ広告の調査研究と作品制作（手書き）
【発表と評価】
　制作した広告を掲示し全員で比較検討させる。広報伝達が十分
に行われたかどうかの確認，より効果的な方法を話し合わせる。

(2) 図形ソフト 5 ア　図形情報の役割 【図形ソフト等による実習】
ウエアの活用 　・表計算ソフトを使った売上高推移のグラフ化

　・図形ソフトを使った地図の制作
イ　図形情報の作成 　・画像ソフトを使った企業のロゴマークの制作
と編集 【発表と評価】

　制作した作品を掲示し全員で比較検討させる。
　文書・図形・画像・グラフ・音声等統合の有用性を認識させる。

(3) マルチメ 25 ア　静止画像の利用 【各種データを取り入れた実習】
ディアの活用   (1)仮想商店案内（パンフレット）制作

　・企業パンフレットで静止画像がどのように使われているか調査
イ　動画像の利用 　させる。

　・パンフレットのレイアウトを考えさせる。
　・デジタルカメラによる撮影・編集

ウ　音声の利用 　・これまで制作してきた図形情報や文書情報など効果的に統合
　させ作品に仕上げさせる。
  (2）仮想企業の商品ビデオCM制作

エ　情報の統合 　・ビデオのシナリオ作り
　・デジタルビデオによる撮影・編集
　・音声データの取得方法としてＢＧＭや効果音を入力
　・一つの作品に仕上げさせる。
【発表と評価】
　パンフレット・ビデオ作品を全員で比較検討させる。さらに，前回
発表との比較（より効果的な内容になったか確認）をさせる。

(４)情報通信 20 ア　広報文書の制作 【ホームページ制作実習】
ネットワーク 　不当表示や誇大広告・虚偽広告とは何かを社会性や公共性の
の活用 観点から考えさせる。また，情報モラルや広告制御制度について

イ　広報文書の発信 理解させる。
　仮想商店ホームページ制作
　・ホームページ制作の留意点，制作に必要なものは何かを学習
　・ホームページ作成ソフトを使った商店のホームページを制作さ
　せる。
　・今までの実習で使用したデータの活用方法
【ネットワークを利用したホームページ発信】
　・校内ネットワーク上にホームページを開設し模擬インターネット
　の実習
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(5)プレゼン 15 ア　口頭・文書によ 【プレゼンテーション学習】
テーション る表現 　・口頭によるプレゼンテーションの準備のポイント，プレゼンテー

　ションの基本，言葉以外の表現についての学習
　・プレゼンテーション用の文書の書き方についての学習
　・プレゼンテーション用ソフトウェアやオーサリングソフトによる発

イ　ソフトウェアの 　表用資料の制作についての学習
利用 　・今まで制作した作品を題材に発表準備

【発表と評価】
　今までに制作した作品を題材に，発表をさせる。それと同時に，
生徒全員で他人の発表について評価票に記入させる。

 総合実習 25 ・身近な商店を選び 【グループ研究（作品制作）】【グループ研究（作品制作）】【グループ研究（作品制作）】【グループ研究（作品制作）】
その商店の販売促進  １グループ＝数名でグループ編成、各グループごとに地元の商
をテーマに総合実習店を１店選び，以下の項目を検討し、作品を制作
をおこなう （１商店全体の広報の総合プロデュース）

　①店舗選出，店全体の広報の概略を検討
　②商店の取材・情報収集・分析(店長や店員コメント，店舗風
　景，商品紹介など)
　③広報全体のコンセプトのまとめ
　④作品の企画・制作
 　  ・商店ロゴマークの制作
  　 ・商店パンフレット制作
  　 ・商店紹介ビデオの制作
 　  ・商店ホームページの制作
　   ・商店ポスターの制作
  　 ・商品のチラシの制作など

総合実習 4 ・グループの作品を 【グループ研究の発表】【グループ研究の発表】【グループ研究の発表】【グループ研究の発表】
プレゼンテー 発表しあう 　 プレゼンテーション用ソフトウェアを利用して，以下の項目を，各
ション グループごとに発表させる。

　①広報全体のコンセプトの説明
　②各広報媒体(ロゴ，パンフレット，ビデオ，ホームページ，チラ
　シ，ポスター)　の説明
　③広報活動後（ビデオ放映，チラシ配布）の実績や影響につい
　ての説明
【発展学習】【発展学習】【発展学習】【発展学習】
  ・生徒が制作したビデオを地元のＣＡＴＶなどにお願いをして放
　映していただく，など
  ・生徒の制作した商品チラシを地域に配布
  ・ビデオ放映やチラシ配布後の販売実績（売上，顧客数など）の
　変化についても調査・検討させる。

年間指導計画のうち，｢指導上の留意点｣の項目は割愛して表示した。
研究委員会組織
　　　研究委員長　　西村  昭男（諏訪実業高等学校長）
　　　研究委員　　　佐藤  祐三（須坂商業高校）
　　　　 〃 　　　　柳沢  成宣（長野商業高校）
　　　　 〃 　　　　佐藤　 亘 （丸子実業高校）
　　　　 〃 　　　　林　　直樹（小諸商業高校）
　　　　 〃 　　　　田中　誠一（諏訪実業高校）
　　　　 〃 　　　　鈴木　 卓 （赤穂高校）
　　　　 〃 　　　　阿部　金光（穂高商業高校）
　　　　 〃 　　　　横山　 満 （松商学園高校）
　　　事務局　　　　林　　喜弘（諏訪実業高校）

【今研究に関するお問い合わせは，長野県諏訪実業高校まで】


